










要約 

1.コンピュータによる分娩陣痛の内測,外測法同時記録による内圧値(x)と外測圧変換値

(y)の比較では y=O.48x+2.58(γ=0.77)となり,このうち振幅値のみの比較では

y=0.45x+4.66(γ=0.78)であった｡ 

2．妊娠中の子宮収縮曲線について,外測法から理論的変換値(内圧値)を求め,用手計測値と

比較したが,tonus や振幅の数値としての妥当性は高かった。 

3.コンピュータによる外測子宮収縮曲線の自動解析を,切迫流早産ならびに中期中絶例に

ついて検討したが,各パラメータと流早産予後との関係は,入院 24 時間後の子宮収縮振幅

値に有意差がみられるなど興味ある成績がえられた。 


